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岡
山
藩
主
の
祈
祷
寺
・
常
住
寺
所
蔵
資
料
の
紹
介�

岡
　
﨑
　
有
　
紀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
池
田
宗
政
の
書
画
を
中
心
に
―

は
じ
め
に

　

岡
山
藩
主
池
田
家
の
祈
祷
寺
で
あ
っ
た
常
住
寺
に
は
、
藩
主
ゆ
か
り
の
書

画
・
仏
像
な
ど
が
多
数
伝
わ
っ
て
い
る
。
中
に
は
藩
主
自
身
の
制
作
し
た
書
画

も
あ
り
、
そ
の
中
で
も
四
代
宗
政
（
享
保
一
二
年
〔
一
七
二
七
〕
―
宝
暦
一
四

年
〔
一
七
六
四
〕）
の
資
料
は
一
三
件
が
現
存
す
る
。

　

岡
山
藩
主
と
言
え
ば
、
二
代
池
田
綱
政
（
寛
永
一
五
年
〔
一
六
三
八
〕
―
正

徳
四
年
〔
一
七
一
四
〕）、
三
代
継
政
（
元
禄
一
五
年
〔
一
七
〇
二
〕
―
安
永

五
年
〔
一
七
七
六
〕）、
五
代
治
政
（
寛
延
三
年
〔
一
七
五
〇
〕
―
文
政
元
年

〔
一
八
一
八
〕）
を
は
じ
め
、
書
画
を
よ
く
嗜
ん
だ
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
し
か
し

な
が
ら
四
代
宗
政
に
つ
い
て
は
、
三
八
才
の
若
さ
で
亡
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

そ
の
画
業
は
広
く
知
ら
れ
て
い
な
い
。
近
年
、
槌
田
祐
枝
氏
が
林
原
美
術
館
所

蔵
の
池
田
宗
政
の
資
料
に
つ
い
て
紹
介
を
行
い
、
そ
の
画
業
が
よ
う
や
く
脚
光

を
浴
び
て
来
て
は
い
る
も
の
の
、
そ
の
多
く
は
藩
主
の
嗜
み
と
し
て
描
か
れ
た

も
の
で
、
和
歌
や
花
鳥
図
、
人
物
図
な
ど
が
主
で
あ
る
（
1
）。
一
方
常
住
寺
に

伝
わ
る
資
料
は
、
祈
り
の
た
め
に
奉
納
さ
れ
た
仏
画
・
写
経
な
ど
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
本
稿
で
は
、
常
住
寺
が
所
蔵
す
る
宗
政
の
書
画
を
紹
介
す
る
こ
と
に

よ
り
、
そ
の
画
業
に
お
け
る
新
た
な
側
面
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
併
せ
て
常
住

寺
と
藩
主
の
関
わ
り
に
つ
い
て
も
紹
介
す
る
。

一　

資
料
の
概
要

　

現
在
、
常
住
寺
に
伝
わ
る
宗
政
関
連
資
料
は
一
三
件
で
あ
り
、
こ
の
う
ち
七

件
が
仏
画
、
五
件
が
経
典
、
一
件
が
神
号
の
書
軸
で
あ
る
。
次
に
そ
の
概
要
を

紹
介
す
る
。

〈
仏
画
〉　

①　

青
不
動
像　
　
　

絹
本
著
色　

掛
幅
装　

一
幅　
　
　
　
（
写
真
1
参
照
）

制
作
年　
　

：
江
戸
時
代　

宝
暦
九
年
（
一
七
五
九
）　　
　
　
　

法
量　
　
　

：
縦
八
七
・
〇
㎝　

横
三
九
・
一
㎝　
　
　
　

画
賛
・
落
款
：
有
祷
病
愈
故
写
寓
之
／
宝
暦
九
己
卯
歳
五
月
晦

源
宗
政
（
墨
書
）「
號
曰
恒
岳
」（
朱
文
方
印
）「
岳
□
□
」（
朱

文
方
印
）

図
像
・
表
現
：

　

火
炎
を
ま
と
い
岩
上
に
立
つ
青
不
動
を
描
く
。
天
地
眼
で
牙
上
下
出
と
し
、

巻
髪
を
逆
立
て
る
。
右
足
に
重
心
を
置
き
、
右
肩
を
や
や
上
げ
な
が
ら
上
半
身

を
左
側
へ
捻
る
。
右
手
に
剣
、
左
手
に
は
羂
索
を
握
る
。
身
色
を
青
と
し
、
肉

身
線
は
墨
線
で
表
し
描
き
起
こ
し
を
行
わ
な
い
。
炎
の
動
き
に
合
わ
せ
て
羂
索

や
下
衣
の
裾
が
画
面
右
斜
め
上
へ
流
れ
、
動
き
の
あ
る
描
写
を
み
せ
る
。
肉
身

を
柔
ら
か
な
墨
線
で
描
く
一
方
、
条
帛
や
上
膊
に
結
ぶ
白
布
は
直
線
を
使
い
堅
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画
賛
・
落
款
：（
右
端
）
予
病
得
愈
茲
一
周
有
祈
敬
写
／
宝
暦
九
己
卯
年
七
月

七
日

　
　
　
　
　
　
（
左
下
）
源
宗
政
（
墨
書
）「
號
曰
恒
岳
」（
朱
文
方
印
）

　
　
　
　
　
　
（
左
下
端
）
円
務
院
蔵
之
（
墨
書
、
別
筆
）

図
像
・
表
現
：

　

獅
子
に
騎
乗
す
る
四
面
十
臂
の
刀
八
毘
沙
門
天
を
描
く
。
顔
は
左
右
二
方
向

に
、
各
二
面
ず
つ
向
け
る
。
胸
前
の
二
臂
は
、
右
手
に
鍵
、
左
手
に
宝
珠
を
載

せ
、
そ
の
ほ
か
の
八
臂
は
、
左
右
四
本
ず
つ
刀
を
持
っ
て
外
側
へ
向
け
る
。
獅

子
は
表
面
を
向
き
、
開
口
し
て
歯
を
見
せ
る
。
尊
像
の
身
色
は
肌
色
で
、
丹
で

照
隈
を
つ
け
る
。
輪
郭
線
は
淡
墨
で
筆
勢
は
弱
く
、
柔
ら
か
い
表
現
に
仕
上
げ

る
。
眉
は
数
本
の
線
を
重
ね
て
毛
描
き
し
、
口
は
丹
で
塗
り
朱
で
囲
む
。
刀
八

毘
沙
門
天
は
軍
神
と
し
て
信
仰
さ
れ
る
が
、
本
図
は
優
し
気
な
面
立
ち
の
若
い

男
性
形
で
あ
る
。

④　

地
蔵
菩
薩
像　
　
　

絹
本
著
色　

掛
幅
装　

一
幅　
　
　
（
写
真
4
参
照
）

時
代　
　
　

：
江
戸
時
代　

宝
暦
九
年
（
一
七
五
九
）

法
量　
　
　

：
縦
九
四
・
五
㎝　

横
三
八
・
五
㎝

画
賛
・
落
款
：（
右
端
）
予
病
得
全
治
茲
／
一
周
有
祈
敬
写

　
　
　
　
　
　
（
左
端
）
宝
暦
九
己

卯
歳
閏
七
月
三
日
／
円
務
院
寄
附
之

（
左
端
中
央
）�

源
宗
政
（
墨
書
）「
號
曰
恒
岳
」（
朱
文
方
印
）「
□

□
□
□
」（
朱
文
方
印
）

図
像
・
表
現
：

　

踏
み
割
り
蓮
華
に
足
を
載
せ
、
湧
雲
に
乗
り
来
迎
す
る
地
蔵
菩
薩
を
描
く
。

く
締
め
上
げ
、
画
面
に
緊
張
感
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
火
炎
の
先
端
部
分
は
均

等
な
間
隔
で
並
び
形
式
化
が
認
め
ら
れ
る
。

②　

白
衣
観
音
像　
　
　

絹
本
著
色　

掛
幅
装　

一
幅　
　
　
（
写
真
2
参
照
）

時
代　
　
　

：
江
戸
時
代　

宝
暦
九
年
（
一
七
五
九
）

法
量　
　
　

：
縦
九
四
・
四
㎝　

横
三
七
・
五
㎝

画
賛
・
落
款
：（
右
端
）
予
病
得
愈
茲
一
周
有
／
祷
敬
画

　
　
　
　
　
　
（
左
端
）
宝
暦
九
年
己

卯
年
七
月
四
日
／
円
務
院
寄
附
之

　
　
　
　
　
　
（
左
下
端
）
宗
政
（
墨
書
）「
恒
岳
」（
朱
文
方
印
）

図
像
・
表
現
：

　

海
上
の
岩
上
に
草
を
敷
き
、
そ
の
上
に
坐
す
白
衣
観
音
を
正
面
観
で
描
く
。

観
音
は
右
肘
か
ら
先
を
傍
の
岩
上
に
置
き
、
左
手
は
衣
の
中
に
隠
す
。
足
は
右

足
を
上
に
し
て
緩
く
組
む
。
白
衣
観
音
像
は
岩
上
に
斜
め
向
き
に
坐
り
、
瀑
布

を
眺
め
る
姿
で
描
か
れ
る
例
が
多
い
。
本
図
が
正
面
観
で
表
さ
れ
る
の
は
、
手

本
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
（
2
）。
正
面
観
で
描
く
例
と
し
て
は
、
細
部
の
表
現

は
異
な
る
も
の
の
「
絹
本
墨
画
白
衣
観
音
図
」（
重
要
文
化
財
、愛
知
・
妙
興
寺
）

な
ど
が
あ
る
。

　

観
音
の
背
景
に
は
瀑
布
を
表
さ
な
い
。
観
音
の
身
色
は
肌
色
で
、
肉
身
線
は

墨
線
で
あ
る
。
岩
肌
の
表
現
に
は
水
墨
画
学
習
の
成
果
が
見
ら
れ
る
。

③　

刀
八
毘
沙
門
天
像　
　
　

絹
本
著
色　

掛
幅
装　

一
幅　
（
写
真
3
参
照
）

時
代　
　
　

：
江
戸
時
代　

宝
暦
九
年
（
一
七
五
九
）

法
量　
　
　

：
縦
八
二
・
一
㎝　

横
三
九
・
九
㎝
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箱
蓋
裏
墨
書
：
第
四
世　

大
如

図
像
・
表
現
：

　

象
頭
人
身
の
男
女
の
歓
喜
天
像
が
台
座
上
の
蓮
弁
上
で
抱
擁
す
る
。
画
面
上

部
に
は
雲
と
幔
幕
を
表
し
、
歓
喜
天
の
秘
匿
性
を
象
徴
す
る
。
右
象
は
左
手
に

大
根
を
持
ち
、
左
足
を
前
に
進
め
て
左
象
に
歩
み
寄
る
。
二
象
が
互
い
の
鼻
を

寄
せ
あ
い
、
瞳
を
交
わ
す
描
写
な
ど
丁
寧
に
表
す
。
身
色
は
肌
色
で
、
淡
墨
で

肉
身
線
を
施
す
。

⑦　

大
日
如
来
像　
　
　

絹
本
著
色　

掛
幅
装　

二
幅　
（
写
真
7
・
8
参
照
）

時
代　
　
　

：
江
戸
時
代　

宝
暦
一
一
年
（
一
七
六
一
）

法
量　
　
　

：
金
剛
界　

縦
六
七
・
三
㎝　

横
三
二
・
七
㎝

　
　
　
　
　
　

胎
蔵
界　

縦
六
七
・
五
㎝　

横
三
二
・
七
㎝

画
賛
・
落
款
：
金
剛
界　
「
□
□
」（
朱
文
印
）
有
願
侵
五
更
暁
薫
沐
謹
而
書
之

（
墨
書
）

　
　
　
　
　
　

胎
蔵
界
（
左
端
）
宝
暦
十
一
辛
巳
年
十
二
月
七
日

　
　
　
　
　
　

胎
蔵
界
（
左
端
下
）
源
宗
政
（
墨
書
）「
恒
岳
」（
朱
文
方
印
）

箱
表
墨
書　

：
宗
政
公
御
筆　

胎
金
大
日
尊
像　

二
幅

箱
蓋
裏
墨
書
：
宝
暦
十
一
辛
巳
十
二
月
七
日

図
像
・
表
現
：

　

連
弁
上
に
右
足
を
上
に
し
て
結
跏
趺
坐
す
る
胎
蔵
界
・
金
剛
界
の
大
日
如
来

像
を
二
幅
に
分
け
て
描
く
。
胎
蔵
界
大
日
は
腹
前
で
定
印
を
結
び
、
金
剛
界
大

日
は
智
拳
印
を
結
ぶ
。
輪
郭
線
は
墨
線
で
描
き
起
こ
し
は
な
い
。

足
先
は
雲
の
進
行
方
向
に
合
わ
せ
る
が
、
顔
は
斜
め
右
を
向
い
て
振
り
返
る
。

持
物
は
、
右
手
第
二
指
か
ら
第
四
指
で
錫
杖
を
包
む
よ
う
に
し
て
持
ち
、
左
手

は
掌
に
宝
珠
を
載
せ
る
。
身
色
は
白
色
で
肉
身
線
は
墨
線
で
あ
る
。
柔
ら
か
な

描
線
で
、
庶
民
に
も
親
し
ま
れ
た
地
蔵
を
穏
や
か
に
表
現
し
て
い
る
。

⑤　

勢
至
菩
薩
像　
　
　

絹
本
著
色　

掛
幅
装　

一
幅　
　
　
（
写
真
5
参
照
）

時
代　
　
　

：
江
戸
時
代　

宝
暦
九
年
（
一
七
五
九
）

法
量　
　
　

：
縦
八
八
・
五
㎝　

横
二
八
・
八
㎝

画
賛
・
落
款
：（
右
端
）
依
有
心
願
之
子
細
勢
至
之
尊
像
敬
画
之

　
　
　
　
　
　
（
左
端
）
宝
暦
九
己

卯
年
八
月
十
八
日
円
務
院
寄
附
之

　
　
　
　
　
　
（
左
端
下
）
源
宗
政
（
墨
書
）「
恒
岳
氏
カ
」（
朱
文
方
印
）

図
像
・
表
現
：

　

蓮
台
上
に
右
足
を
上
に
し
て
結
跏
趺
坐
す
る
勢
至
菩
薩
で
あ
る
。
両
手
は
胸

前
で
左
右
第
四
指
・
五
指
の
指
先
を
沿
わ
せ
掌
を
胸
側
へ
向
け
る
。
頭
上
の
宝

冠
中
央
に
は
、
僧
衣
姿
の
如
来
形
を
表
す
。
身
色
は
肌
色
で
、
細
い
淡
墨
線
で

肉
身
線
を
表
し
黄
土
色
を
沿
わ
す
。
形
を
写
し
取
る
こ
と
に
懸
命
で
あ
っ
た
の

か
、
目
皺
の
描
写
を
は
じ
め
筆
線
に
は
堅
さ
が
残
る
。

⑥　

歓
喜
天
尊
像　
　
　

絹
本
著
色　

掛
幅
装　

一
幅　
　
　
（
写
真
6
参
照
）

時
代　
　
　

：
江
戸
時
代

法
量　
　
　

：
縦
一
〇
〇
・
五
㎝　

横
四
一
・
二
㎝

画
賛
・
落
款
：「
宗
政
之
印
」（
白
文
方
印
）

箱
表
墨
書　

：
宗
政
公
御
筆　

山
王
権
現
神
号
／
同　

歓
喜
天
尊
像　

二
幅
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と
か
ら
、
制
作
の
前
年
で
あ
る
宝
暦
八
年
に
病
を
患
っ
て
い
た
と
推
察
さ
れ
る
。

　
『
池
田
家
履
歴
略
記
』
や
岡
山
藩
家
老
伊
木
家
の
『
奉
公
書
』
を
頼
り
に
そ

の
経
過
を
見
て
み
よ
う
（
5
）。

　

宝
暦
八
年
三
月
十
八
日
、
宗
政
は
岡
山
を
発
ち
江
戸
へ
向
か
っ
た
。
四
月
八

日
に
は
江
戸
の
藩
邸
へ
到
着
し
、
同
一
五
日
に
東
叡
山
火
警
の
役
を
命
ぜ
ら
れ

て
い
る
。
そ
の
後
『
奉
公
書
』
六
月
一
四
日
の
記
事
に
「
殿
様
御
不
例
」
と
あ

り
、
宗
政
は
体
調
を
崩
し
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
半
月
後
の
七
月

朔
日
に
は「
殿
様
御
順
快
後
始
而
御
染
筆
被
遊
候
」と
あ
り
、順
調
に
回
復
し
た
。

八
月
二
一
日
の
『
奉
公
書
』
に
は
「
殿
様
御
全
快
御
床
揚
御
祝
儀
御
吸
物
頂
戴

之
仕
従
」
と
あ
り
、こ
の
時
点
で
全
快
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
宗
政
は
こ
の
後
、

宝
暦
九
年
四
月
一
八
日
に
江
戸
を
発
ち
、
五
月
五
日
に
岡
山
に
帰
城
し
た
。

　

以
上
の
記
事
か
ら
、
絵
の
制
作
動
機
で
あ
る
発
病
や
治
癒
は
江
戸
滞
在
中
に

な
さ
れ
た
と
分
か
る
。
そ
し
て
、
青
不
動
像
の
制
作
時
期
が
宝
暦
九
年
の
五
月

晦
日
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
帰
城
後
一
か
月
以
内
に
は
制
作
を
始
め
て
い
る
。

　

病
治
癒
の
礼
と
し
て
、
藩
主
自
筆
の
絵
を
祈
祷
寺
に
大
量
に
奉
納
す
る
例
は
、

ほ
か
に
確
認
で
き
て
い
な
い
が
、
宗
政
が
仏
神
へ
篤
く
帰
依
し
て
い
た
様
子
が

窺
え
る
。病
の
詳
細
や
、絵
の
主
題
の
選
定
な
ど
に
つ
い
て
は
今
後
検
討
し
た
い
。

　

次
に
、
⑤
の
勢
至
菩
薩
は
、
心
願
の
子
細
有
る
に
依
り
て
尊
像
を
敬
い
描
い

た
と
記
す
が
、そ
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
⑦
は
経
典
と
関
わ
り
が
あ
る
た
め
、

後
述
し
た
い
。

〈
経
典
〉

　

い
ず
れ
も
木
箱
入
り
で
、
軸
首
は
水
晶
。
裏
面
に
金
銀
箔
を
散
ら
す
。
箔
の

　

全
体
と
し
て
、
筆
勢
は
穏
や
か
で
描
線
は
柔
ら
か
く
、
祖
父
綱
政
、
父
継
政

の
温
雅
な
雰
囲
気
の
画
風
を
受
け
継
い
で
い
る
。
手
本
を
写
し
た
た
め
か
、
筆

の
運
び
が
や
や
ぎ
こ
ち
な
く
堅
さ
が
残
る
描
写
も
あ
る
が
、
尊
像
の
姿
態
の
表

現
は
比
較
的
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
て
お
り
、
構
図
も
安
定
感
が
あ
る
。

　

彩
色
面
で
は
、
ぼ
か
し
や
濃
淡
を
巧
み
に
使
用
し
、
着
衣
の
文
様
な
ど
も
丁

寧
に
表
現
し
て
い
る
。
宗
政
の
画
技
の
高
さ
が
窺
え
る
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、
片

山
新
助
氏
に
よ
れ
ば
、
藩
主
の
絵
画
に
つ
い
て
は
、
藩
の
御
抱
え
絵
師
が
彩
色

を
担
当
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
（
3
）。
特
に
、
宗
政
の
父
で
あ
る
池
田
継
政
は
そ

の
彩
色
の
殆
ど
を
絵
師
に
任
せ
た
と
い
う
。
宗
政
に
つ
い
て
も
宝
暦
五
年
狩
野

三
徳
の
奉
公
書
に
「
正
月
早
々
よ
り
御
絵
彩
色
数
々
仕
差
上
申
候
」
と
あ
り
、

絵
師
に
彩
色
を
任
せ
た
記
録
が
残
る
（
4
）。
常
住
寺
資
料
も
、
短
期
間
で
の
制

作
を
考
慮
す
れ
ば
、
彩
色
を
絵
師
に
任
せ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。　

　

さ
て
、
賛
に
よ
れ
ば
、
①
か
ら
④
は
病
治
癒
を
祝
し
て
仏
を
敬
い
描
い
た
絵

画
で
、
⑤
⑦
は
心
願
の
た
め
で
あ
り
、
⑥
は
制
作
年
も
不
明
で
あ
る
た
め
制
作

経
緯
は
不
詳
で
あ
る
。

　

ま
ず
①
か
ら
④
の
絵
画
制
作
に
つ
い
て
見
て
い
こ
う
。
賛
に
よ
る
と
宗
政
は

病
気
を
患
っ
た
が
、祈
祷
の
お
か
げ
も
あ
り
全
治
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
。

よ
っ
て
、
翌
年
各
尊
像
ら
を
敬
い
描
き
、
祈
祷
寺
で
あ
る
常
住
寺
に
（
仏
の
効

験
へ
の
御
礼
と
し
て
）
寄
附
し
た
と
あ
る
。
病
の
治
癒
を
祝
す
目
的
で
描
か
れ

た
こ
れ
ら
の
絵
画
は
、
五
月
か
ら
閏
七
月
の
短
期
間
の
う
ち
に
四
幅
制
作
さ
れ

て
い
る
。
た
だ
し
日
付
も
各
月
で
バ
ラ
バ
ラ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
現
存
作
例
以

外
に
も
何
点
か
制
作
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。

　

で
は
宗
政
の
病
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
。「
一
周
」
と
あ
る
こ
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奥
書
：
有
願
侵
五
更
暁
薫
沐
謹
而
／
書
之
宝
暦
十
一
辛
巳
年
十
二
月
十
五
日�

／
源
宗
政
（
墨
書
）
／
「
宗
政
之
章
」（
白
文
方
印
）「
恒
岳
」（
朱
文

方
印
）

箱
表
墨
書
：
宗
政
公
御
筆
／
般
若
心
経

箱
蓋
裏
墨
書
：
御
寄
附　

宝
暦
十
一
辛

巳
季
冬
十
五
日
金
剛
山
常
住
寺
／
大
如
誌

④　

吉
祥
神
呪　
　

紙
本
墨
書　

巻
子　

一
巻�

（
写
真
12
参
照
）

時
代
：
江
戸
時
代　

宝
暦
一
一
年
（
一
七
六
一
）

法
量
：
縦
三
〇
・
〇
㎝　

横
七
〇
・
八
㎝

奥
書
：
于
時
宝
暦
十
一
辛
巳
歳
十
二
月
／
十
六
日
有
願
侵
五
更
暁
沐
／
浴
齊
戒

謹
而
書
之
則
寄
附
／
金
剛
山
常
住
寺
者
也
／
源
宗
政
（
墨
書
）
／
「
宗

政
之
章
」（
白
文
方
印
）「
恒
岳
」（
朱
文
方
印
）

箱
表
墨
書
：
宗
政
公
御
筆
／
吉
祥
神
呪

箱
蓋
裏
墨
書
：
御
寄
附　

宝
暦
十
一
辛

巳
十
二
月
十
六
日　

金
剛
山
常
住
寺
／

大
如
誌

⑤　

金
剛
寿
命
陀
羅
尼
経　
　

紙
本
墨
書　

巻
子　

一
巻�

（
写
真
13
参
照
）

時
代
：
江
戸
時
代　

宝
暦
一
二
年
（
一
七
六
二
）

法
量
：
縦
三
〇
・
五
㎝　

横
三
八
三
・
九
㎝

奥
書
：
仏
言
読
誦
此
経
者
能
令
／
寿
命
色
刀
皆
得
成
就
况
／
於
書
写
也
其
功
無

量
也
／
故
予
親
書
此
一
軸
奉
祈
／
慈
父
継
政
公
之
寿
域
万
年
／
云
爾
／

宝
暦
十
二
壬
午
年
二
月
朔
旦
／
孝
子
源
宗
政
謹
書
（
墨
書
）
／
「
清
和

苗
裔
」（
朱
文
方
印
）「
宗
政
之
章
」（
白
文
方
印
）

大
き
さ
は
金
剛
寿
命
経
の
み
や
や
大
き
い
箔
片
で
あ
る
。
般
若
心
経
は
表
紙
を

欠
失
す
る
。
次
に
そ
の
概
要
を
示
し
た
い
。

①　

法
華
経
二
十
八
品
要
文　
　

紙
本
墨
書　

巻
子　

一
巻�

（
写
真
9
参
照
）

時
代
：
江
戸
時
代　

宝
暦
一
一
年
（
一
七
六
一
）

法
量
：
縦
二
九
・
一
㎝　

横
一
六
三
・
九
㎝

奥
書
：
依
有
心
願
事
宝
暦
十
一
辛
巳
年
仲
冬
日
／
源
宗
政
謹
書
（
墨
書
）
／

　
　
　
「
宗
政
之
章
」（
白
文
方
印
）「
恒
岳
」（
朱
文
方
印
）

箱
表
墨
書
：
宗
政
公
御
筆
／
法
華
経
二
十
八
品
要
文

箱
蓋
裏
墨
書
：
御
寄
附　

宝
暦
十
一
辛

巳
仲
冬
吉
日　

金
剛
山
常
住
寺
／
大
如
誌

②　

仁
王
般
若
経
護
国
品
偈　
　

紙
本
墨
書　

巻
子　

一
巻�

（
写
真
10
参
照
）

時
代
：
江
戸
時
代　

宝
暦
一
一
年
（
一
七
六
一
）

法
量
：
縦
二
九
・
三
㎝　

横
一
四
六
・
四
㎝

奥
書
：
有
願
薫
沐
謹
而
書
之
宝
暦
／
十
一
辛
巳
年
十
二
月
十
一
日
／
源
宗
政

（
墨
書
）
／
「
宗
政
之
章
」（
白
文
方
印
）「
恒
岳
」（
朱
文
方
印
）

箱
表
墨
書
：
宗
政
公
御
筆
／
仁
王
般
若
経
護
国
品
偈
頌

箱
蓋
裏
墨
書
：
御
寄
附　

宝
暦
十
一
辛

巳
孟
冬
十
一
日　

金
剛
山
常
住
寺
／
大

如
誌

③　

般
若
心
経　
　

紙
本
墨
書　

巻
子　

一
巻�

（
写
真
11
参
照
）

時
代
：
江
戸
時
代　

宝
暦
一
一
年
（
一
七
六
一
）

法
量
：
縦
三
〇
・
一
㎝　

横
一
六
八
・
六
㎝
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正
月
、
筑
前
候
黒
田
継
高
の
女
藤
子
を
娶
り
、
一
〇
月
に
は
伊
予
守
と
改
め
、

同
年
一
二
月
に
侍
従
に
昇
進
し
た
。
宝
暦
二
年
（
一
七
五
二
）、
父
継
政
の
跡

を
継
い
で
岡
山
藩
主
と
な
り
、
そ
の
後
宝
暦
一
四
年
三
月
一
〇
日
に
、
三
八
才

の
若
さ
に
し
て
亡
く
な
っ
た
。
ま
た
、
水
戸
の
鶴
千
代
や
加
賀
の
勝
丸
、
出
雲

の
幸
千
代
ら
と
と
も
に
、
当
時
四
君
子
と
称
さ
れ
た
と
い
う
。

　

従
来
岡
山
藩
主
の
書
画
と
い
え
ば
第
二
代
藩
主
綱
政
や
、第
三
代
藩
主
継
政
、

第
五
代
藩
主
治
政
ら
が
注
目
さ
れ
て
き
た
が
、
一
章
で
も
紹
介
し
た
通
り
、
宗

政
も
書
画
を
深
く
嗜
ん
だ
藩
主
で
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
宗
政
は
自
筆
の
絵

を
寺
だ
け
で
な
く
、
家
臣
に
与
え
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
伊
木
家
の
奉

公
書
を
見
る
と
、
宝
暦
八
年
三
月
一
三
日
に
「
板
行
毘
沙
門
天
之
像
」、
同
九

年
五
月
二
一
日
に
「
唐
船
之
図
」、
八
月
二
三
日
に
「
花
蠡
之
図
」、
宝
暦
一
二

年
二
月
二
二
日
に「
波
ニ
月
之
図
」な
ど
の
絵
が
伊
木
家
に
贈
ら
れ
て
い
る（
7
）。

こ
の
ほ
か
に
も
御
後
園
（
後
楽
園
）
に
お
い
て
、
宗
政
が
御
絵
遊
ば
す
と
い
っ

た
記
録
が
残
り
、
日
頃
か
ら
熱
心
に
制
作
し
た
様
子
が
窺
え
る
（
8
）。
主
題
に

つ
い
て
は
、
現
存
す
る
宗
政
の
書
画
資
料
を
見
る
と
、
山
水
図
や
花
鳥
図
、
人

物
図
ま
で
幅
広
く
手
掛
け
た
よ
う
で
あ
る
（
9
）。
現
況
で
確
認
さ
れ
て
い
る
宗

政
の
仏
画
は
少
な
い
が
、今
後
調
査
な
ど
で
発
見
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
だ
ろ
う
。

　

さ
て
、
宗
政
は
宝
暦
二
年
に
父
か
ら
藩
主
の
座
を
受
け
継
ぎ
、
宝
暦
一
四
年

に
亡
く
な
っ
た
た
め
、宝
暦
年
間
が
宗
政
の
治
世
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。よ
っ

て
一
章
で
紹
介
し
た
仏
画
や
経
典
の
制
作
は
、
い
ず
れ
も
藩
主
在
任
中
の
制
作

と
な
る
。
寺
社
な
ど
に
対
し
て
目
立
つ
業
績
は
な
い
も
の
の
、
常
住
寺
資
料
か

ら
は
、
神
仏
へ
の
祈
り
を
込
め
真
摯
に
仏
画
制
作
・
写
経
を
行
っ
た
姿
が
浮
か

び
上
が
る
。

箱
表
墨
書
：
宗
政
公
御
筆　

金
剛
寿
命
陀
羅
尼
経

箱
蓋
裏
墨
書
：
御
寄
附　

宝
暦
十
二
壬

午
二
月
朔
旦　

金
剛
山
第
四
世
／
大
如

　

こ
れ
ら
経
典
の
制
作
は
宝
暦
一
一
年
仲
冬
か
ら
宝
暦
一
二
年
の
二
月
朔
日
の

短
期
間
の
う
ち
に
行
わ
れ
て
い
る
。
一
二
月
中
に
制
作
さ
れ
た
②
か
ら
④
に
つ

い
て
は
、
書
写
前
に
薫
沐
や
沐
浴
を
し
て
身
を
清
め
て
お
り
、
余
程
の
願
い
が

あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
前
述
の
仏
画
の
⑦
（
大
日
如
来
像
）
が
同
様
の
奥
書
を

持
つ
こ
と
か
ら
、
こ
れ
も
一
連
の
制
作
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

　

⑤
は
奥
書
に
よ
れ
ば
父
で
あ
る
継
政
の
長
寿
を
願
い
制
作
し
た
と
あ
る
。
こ

こ
で
は
印
章
に
朱
文
方
印
「
清
和
苗
裔
」
を
使
用
し
て
い
る
。

〈
書
軸
〉

山
王
権
現
神
号　
　

絹
本
墨
書　

掛
幅
装　

一
幅�

（
写
真
14
参
照
）

時
代
：
江
戸
時
代

法
量
：
縦
九
九
・
四
㎝　

横
四
一
・
三
㎝

箱
墨
書
：
歓
喜
天
尊
像
に
同
じ
。

二　

池
田
宗
政

　

池
田
宗
政
は
、
岡
山
藩
主
池
田
継
政
の
嫡
男
と
し
て
、
享
保
一
二
年

（
一
七
二
七
）
に
江
戸
で
誕
生
し
た
（
6
）。
母
は
仙
台
藩
伊
達
家
よ
り
嫁
い
だ
正

室
和
子
で
あ
る
。
幼
名
は
峯
千
代
と
い
い
、
初
め
茂
十
郎
尚
政
と
名
乗
っ
た
。

元
文
五
年
（
一
七
四
〇
）
に
加
冠
し
て
従
四
位
下
に
除
し
弾
正
大
弼
を
兼
ね
る

と
、
将
軍
の
偏
諱
を
受
け
て
宗
政
と
名
を
改
め
た
。
寛
延
元
年
（
一
七
四
八
）



83

を
数
十
段
備
え
た
格
式
あ
る
寺
の
様
子
が
窺
え
る（
12
）。

　

こ
の
よ
う
に
常
住
寺
は
綱
政
の
肝
煎
り
で
建
立
さ
れ
た
寺
で
あ
っ
た
が
、
そ

の
後
歴
代
藩
主
に
も
篤
く
信
仰
さ
れ
た
よ
う
で
、
藩
主
の
日
記
な
ど
に
は
、
円

務
院
（
常
住
寺
）
へ
訪
問
す
る
記
事
が
度
々
見
ら
れ
る
。
宗
政
の
父
・
継
政
も

常
住
寺
に
書
画
を
数
点
納
め
て
い
る
が
、
中
に
は
宝
暦
六
年
に
、
初
代
住
職
の

法
随
法
印
を
描
い
た
肖
像
画
も
あ
る
。
そ
の
画
中
に
は
金
剛
山
の
開
基
法
随
阿

闍
梨
が
継
政
の
若
い
頃
よ
り
祈
り
の
僧
で
あ
り
、
今
も
そ
の
面
影
を
覚
え
て
お

り
、
継
政
自
ら
が
そ
の
像
を
描
い
た
と
記
し
て
い
る
。

　

本
稿
で
紹
介
し
た
書
画
な
ど
に
は
、
第
四
世
大
如
の
名
前
が
見
ら
れ
た
が
、

宗
政
も
住
職
と
懇
意
に
し
、藩
の
繁
栄
な
ど
を
願
い
祈
祷
を
行
っ
た
の
だ
ろ
う
。

そ
の
よ
う
な
環
境
下
に
お
い
て
、
藩
主
に
よ
る
仏
画
の
制
作
や
写
経
も
営
ま
れ

た
と
考
え
ら
れ
る
。

お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
岡
山
藩
主
の
祈
祷
寺
で
あ
っ
た
常
住
寺
円
務
院
に
伝
わ
る
、
池
田

宗
政
の
書
画
を
中
心
に
宗
政
と
常
住
寺
に
つ
い
て
紹
介
し
た
。
宗
政
の
画
業
に

つ
い
て
は
、
三
代
継
政
と
五
代
治
政
に
挟
ま
れ
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
注
目
さ
れ

て
こ
な
か
っ
た
が
、
展
覧
会
や
資
料
紹
介
を
介
し
そ
の
姿
が
明
ら
か
に
な
っ
て

き
て
い
る
。
本
稿
で
紹
介
し
た
よ
う
な
仏
画
・
写
経
類
に
つ
い
て
は
そ
の
多
く

が
寺
社
に
納
め
た
と
思
わ
れ
、
今
後
益
々
発
見
さ
れ
て
い
く
だ
ろ
う
。

　

常
住
寺
は
廃
藩
後
に
流
転
の
運
命
を
辿
っ
た
が
、
運
良
く
も
本
堂
や
多
数
の

資
料
が
伝
わ
っ
た
。
寺
に
遺
る
藩
主
ゆ
か
り
の
資
料
か
ら
は
、
藩
主
の
帰
依
を

受
け
た
祈
祷
寺
と
し
て
の
往
時
の
隆
盛
が
偲
ば
れ
る
。

三　

藩
主
と
常
住
寺

　

常
住
寺
は
、
正
式
に
は
金
剛
山
常
住
寺
円
務
院
と
称
し
、
聖
観
音
を
本
尊
と

す
る
岡
山
藩
主
の
祈
祷
所
で
あ
っ
た（
10
）。
元
々
は
津
高
郡
江
与
味
村
（
現
加

賀
郡
吉
備
中
央
町
粟
井
谷
、
杉
谷
お
よ
び
久
米
郡
美
咲
町
江
与
味
）
に
あ
り
廃

れ
て
い
た
円
城
寺
末
の
玉
泉
寺
を
、
池
田
綱
政
が
円
務
院
と
改
称
さ
せ
、
岡
山

城
下
の
内
山
下
石
山
に
再
興
し
て
池
田
家
の
祈
祷
所
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
住

職
は
、
円
城
寺
が
兼
帯
し
て
い
た
祈
祷
所
で
あ
る
円
務
院
の
住
職
が
そ
の
任
を

申
し
つ
け
ら
れ
、
宝
永
四
年
（
一
七
〇
七
）
九
月
一
〇
日
に
東
叡
山
寛
永
寺
の

直
末
に
列
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
同
年
一
〇
月
二
七
日
に
伽
藍
の
再
建
が
始
ま

り
、
翌
年
三
月
三
日
に
は
完
成
し
て
入
仏
式
が
行
わ
れ
た
。

　

明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
に
は
、
上
石
井
に
あ
っ
た
興
国
山
長
延
寺
と
合
併

し
同
所
に
移
っ
た
が
、
そ
の
後
和
気
郡
藤
野
村
南
光
院
に
再
び
合
併
移
転
し
、

大
正
八
年
（
一
九
一
九
）
二
月
二
二
日
に
岡
山
市
門
田
屋
敷
に
あ
る
現
在
地
に

移
っ
た
。
本
堂
は
宝
永
四
年
当
時
の
も
の
で
あ
る
。

　
『
池
田
家
履
歴
略
記
』
は
円
務
院
（
常
住
寺
）
造
立
の
経
緯
な
ど
を
詳
し
く

記
す（
11
）。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
綱
政
は
造
立
の
様
子
を
視
察
の
た
め
現
地
に
度
々

足
を
運
び
、
曹
源
寺
か
ら
延
命
堂
を
移
し
て
い
る
。
円
務
院
は
「
国
家
安
全
武

運
長
久
子
孫
繁
栄
」
の
目
的
の
た
め
に
建
立
さ
れ
る
と
あ
り
、
綱
政
に
と
っ
て

円
務
院
の
造
立
は
重
要
な
一
大
事
業
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
御
城

内
の
祈
祷
は
利
光
院
が
務
め
て
い
た
が
、
宝
永
五
年
（
一
七
〇
八
）
十
二
月
か

ら
は
円
務
院
に
代
わ
っ
た
。

　
『
撮
要
録
』
に
は
、
明
和
八
年
（
一
七
七
一
）
四
月
に
お
け
る
円
務
院
石
垣

修
繕
の
際
の
絵
図
が
載
る
が
、
周
囲
に
石
垣
を
廻
ら
し
、
立
派
な
門
前
に
石
段



84

謝
辞
：

　

執
筆
に
あ
た
っ
て
は
、
所
蔵
者
の
常
住
寺
御
住
職
に
格
別
の
御
高
配
を
賜
り

ま
し
た
。
ま
た
林
原
美
術
館
学
芸
員
の
槌
田
祐
枝
氏
に
は
宗
政
の
画
業
に
つ
い

て
、
当
館
副
館
長
横
山
定
氏
に
は
賛
や
落
款
の
翻
刻
に
つ
い
て
御
助
言
を
頂
戴

し
ま
し
た
。
末
筆
な
が
ら
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

《
註
》

（
1
）　

槌
田
祐
枝
「
池
田
宗
政
の
学
び
―
林
原
美
術
館
所
蔵
の
資
料
か
ら
―
」（『
吉
備
地
方
文
化

研
究
』
第
三
二
号　

就
実
大
学
吉
備
地
方
文
化
研
究
所　

二
〇
二
二
年
）。
令
和
二
年
に
は
林

原
美
術
館
に
お
い
て
企
画
展「
博
学
多
才
―
池
田
宗
政
の
学
び
と
そ
の
生
涯
―
」が
開
催
さ
れ
、

宗
政
関
連
資
料
が
多
数
出
陳
さ
れ
た
。

（
2
）　

備
前
市
・
妙
圀
寺
に
も
宗
政
自
筆
の
白
衣
観
音
像
の
作
例
が
あ
る
が
、
そ
の
観
音
像
は
蓮

台
上
に
斜
め
向
き
に
坐
る
。（『
岡
山
城
史
』
岡
山
市　

一
九
八
三
年
、
一
四
〇
頁
掲
載
）

（
3
）　

片
山
新
助
『
岡
山
藩
の
絵
師
と
職
人
』
山
陽
新
聞
社　

一
九
九
三
年

（
4
）　
「
狩
野
伝
奉
公
書
」（
池
田
家
文
庫
）。
前
掲
註
（
3
）
片
山
著
に
翻
刻
が
あ
り
、
本
稿
で
も

こ
れ
を
参
照
し
た
。

（
5
）　

吉
田
徳
太
郎
編
『
池
田
家
履
歴
略
記
』
上
巻　

日
本
文
教
出
版　

一
九
六
三
年

備
作
史
料
研
究
会
編
『
備
作
之
史
料　

七
上　

伊
木
若
狭
（
一
～
三
）』
備
作
史
料
研
究
会　

二
〇
〇
四
年

（
6
）　

宗
政
の
経
歴
に
つ
い
て
は
次
を
参
照
し
た
。

岡
山
城
史
編
纂
委
員
会
編
『
岡
山
城
史
』
岡
山
市　

一
九
八
三
年

神
原
邦
男
「
備
前
岡
山
藩
主
池
田
治
政
の
二
〇
〇
年
遠
諱
に
あ
た
り
」（『
池
田
家
の
至
宝
と

曹
源
寺
』
林
原
美
術
館　

二
〇
一
七
年
）

（
7
）　

前
掲
註
（
5
）『
備
作
之
史
料　

七
上　

伊
木
若
狭
（
一
～
三
）』

（
8
）　

神
原
邦
男
『
大
名
庭
園
の
利
用
の
研
究
―
岡
山
後
楽
園
と
藩
主
の
利
用
』
吉
備
人
出
版　

二
〇
〇
三
年　

二
〇
八
―
二
一
〇
頁　

（
9
）　

前
掲
註
（
1
）
槌
田
論
文

（
10
）　

常
住
寺
に
つ
い
て
は
次
を
参
照
し
た
。

『
岡
山
市
史
』
第
五
巻　

明
治
文
献　

一
九
七
五
年　

三
五
二
四
―
三
五
二
六
頁

（
11
）　

前
掲
註
（
5
）
吉
田
書　

六
二
四
頁

（
12
）　

吉
田
研
一
編
『
撮
要
録�

下
巻
』
日
本
文
教
出
版　

一
九
六
五
年　

一
一
五
二
―
一
一
五
三

頁




